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１. はじめに 

2022 年にドイツに留学し、瀬⼭葉⼦⽒の作品をはじめとしたさまざまな現代舞台芸術を⾒ていく中で、セノ
グラフィー（舞台空間）がストーリー展開と共に次々と移り変わり、変化していく様に、私の⼼は惹きつけ
られた。それは、あたかも⽣き物のようでもあり、⾃然現象のようでもあり、「セノグラフィーが演技をして
いる」と感じたからである。「パフォーマティブ・セノグラフィー」という⾔葉は、こうして論理的に浮かん
できた。 

 
２. 研究背景 

⾼校時代、私はミュージカル劇団に所属し（2017 年）、演者として⼼⾝ともに没頭していた。ある時、演者
ではないものの、舞台にあがって、観客に姿を⾒せながら、パフォーマーを追いながら照明装置を移動させ
ることがあった。もし、その役割に「裏⽅」ではなく「パフォーマー」というクレジットが付いていなら
ば、そのことは何を意味するのだろうか。このようにして「演技中、舞台空間の様相が変化していくこと」
に興味を持つようになった。 
 

３. 研究⽬的と構成 
本研究の⽬的は、未だ、まとまった研究や書籍のないと思われる「パフォーマティブ・セノグラフィー
（performative scenography）」について論考し、この分野での功績を残すことである。先⾏研究は、調べ
る限りにおいては存在していない。⽬的の第２は、セノグラファー（舞台空間デザイナー）として、私⾃⾝
のクリエーションの⽅向性を⾒極めることにある。 
 
パフォーマンス（演劇、ミュージカル、バレエ、オペラなど）を、以下の２つに分け、論を展開した。 
 
 ・パフォーマー（舞台演者） 舞台における「⾝体表現」 
 ・セノグラフィー（舞台空間） 舞台における「空間表現」 
 
本論⽂は２章構成とする。 
第１章 パフォーマティブ・セノグラフィーの基礎研究 
第２章 パフォーマティブ・セノグラフィーの応⽤研究 
 
付録の資料編では、本論を補⾜する内容として、「照明と映像について/職能としてのセノグラファーについ
て/２つの実践パフォーマンスの詳細情報について」を整理し、掲載した。 
 

４.「第１章 パフォーマティブ・セノグラフィーの基礎研究」 
 
4.１ パフォーマティブ・セノグラフィーについて 
本論考では、以下のとおりに語句を明確にする。 

 
 ・セノグラフィー （Scenography） → 舞台空間 
 ・セノグラファー （Scenographer） → 舞台空間をデザインする⼈ 
 ・セノグラフィーデザイン （Scenography design） → 舞台空間のデザイン 
 ・パフォーマンス （Performance） → 演技 
 ・パフォーマー （Performer） → 演者 



 
 

 
 ・舞台 → パフォーマーが演技する床⾯や台⾯ 
 ・舞台空間 → 舞台の床/壁/天井などで構成される空間とそこに現れるモノや様相 
   （⼩道具はもちろん、照明と⾳響も含めるが、パフォーマーは含めない） 
 
欧⽶において、「Scenography」とは、シーンを形作る舞台空間そのものを指しており、空間の形態や様相が
第⼀義である。ちなみに、⽇本において、「セノグラフィー」は「舞台美術」と和訳されるが、それは「業界
⽤語的」であり、主に、舞台上の⼤道具などの特定の道具を指していることが多い。本論⽂においては, 
欧⽶で指す内容を⽤いることとする。 
 
「パフォーマティブ・セノグラフィー（performative scenography）」という語句は、⼀般的にほとんど使わ
れていない。本論⽂においては、以下のとおりとする。 
 
  定義：「演技するセノグラフィー」（演者のように動作する舞台空間） 
  指標：あたかも、パフォーマー（演者）が動くように、セノグラフィー（舞台空間）が動作する。 
 
パフォーマー（演者）は「⽣命」であることから、「ヒトの動き」とは、「⽣命の動き」である。つまり、セ
ノグラフィーの動作（変化/変形/変容）が、ヒトの動きのように「不安定/不均⼀/ファジー/気まぐれ的/思
いつき的」であれば、その動作は「パフォーマティブ・セノグラフィーの度合いが⾼い」と考える。 
 
セノグラフィー（舞台空間）の動作とは、舞台上にあるオブジェクトや要素の形態および様相が、視覚的に
変化/変形/変容することを指す。本論⽂では、舞台空間の物理的な形態が変わる動作について取り上げるこ
とし、照明効果・映像は論考の対象からは外すこととした。 
 
4.2 動作する傾向を強めてきた現代セノグラフィーデザインについて 
古代ギリシャ時代から現代までのセノグラフィーデザインの歴史的な流れを、「パフォーマティブ・セノグラ
フィー（演技するセノグラフィー）」としての視点で読み解いていった。舞台上でパフォーマンス中にセノグ
ラフィーを変化させ、場⾯転換を表現しようとする動作は、古代ギリシャ時代から存在していながらも、そ
れが確⽴されたのは、バロック期周辺の頃であるといえる。それまでの動作のなかったセノグラフィー（舞
台空間）から、技術の発展によって、現代にも残っている舞台転換を可能にする劇場の形態が確⽴し、パフ
ォーマンス中にセノグラフィーが動作（変化/変形/変容）するようになったことがわかった。さらに、最新
のセノグラフィーデザインの傾向を、群的や即興形態を例に出して⾔及した。 
 
4.3 パフォーマーの動きとセノグラフィーの動作の作品分析 
作家４⼈を取り上げ、パフォーマー（演者）の動きとセノグラフィー（舞台空間）の動作のプロット図を作
成し、作品分析を⾏った。両者の動きの度合いが同じに近づく瞬間は、パフォーマーの動きとセノグラフィ
ーの動作に、「直接的・物理的な関係性がある度合い」が⾼くなることがわかった。 
 
4.4 パフォーマティブ・セノグラフィーの「呼応（response）」 
パフォーマー（演者）の動きとセノグラフィー（舞台空間）の動作が
「呼応（response）」し合う場合について⾔及した。 
 
さらに、舞台背景を構成する⿊パネルをパフォーマーが持ち歩く実例
を⽤いて、セノグラフィーとパフォーマーの役割が転換し、さらには
「パフォーマーであり、セノグラフィーでもある」という両義的な状
態が⾒られることについて述べた。 

fig.01＿⿊パネルをパフォーマーが持ち歩く様⼦ 
 

4.5 パフォーマティブ・セノグラフィーの「双対性（duality）」および「⼀体化（unity）」 
パフォーマー（演者）の動きとセノグラフィー（舞台空間）の動作に「双対性（duality）」が認められる場
合について⾔及した。ここには、「呼応」の状態に加えて、「パフォーマー（演者）の動き（A）とセノグラ
フィー（舞台空間）の動作（B）に、関係の法則がある」状態が⾒られる。さらに、パフォーマー（演者）
とセノグラフィー（舞台空間）が、動き/動作を経ることで「⼀体化（unity）」する場合について⾔及した。
ここには、「双対性」の関係の法則が、A＝B」のである状態が⾒られる。 



 
 

4.6 瀬⼭葉⼦のパフォーマティブ・セノグラフィー 
ヨーロッパで活動するセノグラファーである瀬⼭葉⼦⽒のデザインを、「呼応/双対性/⼀体化」の視点で考察
した。⾔説やインタビュー内容をまとめ、創作におけるコンセプトや思想について考察した。⽒のコンセプ
トには、パフォーマティブ・セノグラフィーである要素が多数⾒出せる他、弾性ロープの弾性⼒や復元⼒、
光の反射や屈折など、⾃然界に存在する現象を、パフォーマーとセノグラフィーの相互作⽤で視覚化してい
ることがわかった。 

   
fig.02＿弾性ロープ使⽤したパフォーマンス fig.03＿弾性ロープ使⽤したインスタレーション fig.04＿光の反射や屈折を利⽤したパフォーマンス 
 
4.7 第１章の終わりに 
パフォーマティブ・セノグラフィーの理論に関して、明らかになったことをまとめた。また、未来予想とし
て、パフォーマーとセノグラフィーの「⼀体化（unite）」が、ヒューマノイド（⽣命と⼈⼯物の⼀体化）の
アナロジーになりうるとすれば、その時が、「セノグラフィーの次のフェーズ」になることなどを記載した。 
 

５.「第 2 章 パフォーマティブ・セノグラフィーの応⽤研究」 
 
5.１ パフォーマティブ・セノグラフィーに向けた３つの初源的な提案 
修⼠研究を開始する以前に制作した 3つの作品の内容をまとめ、従来の固定化された舞台空間が、パフォー
マティブ・セノグラフィーとして認識される⽅法について、初源的に検討したものである。 
 
（１）動く三⾓パネル（演劇公演のセノグラフィー） 

「4 枚の三⾓パネル」を演者⾃⾝が上演中に動かしてセノグラフィー（舞台空間）を作り上げること
で、パフォーマティブ・セノグラフィーの実現を⽬指した。 

 
（２）25 ヶ所の舞台空間（コンペ受賞案のセノグラフィー） 

「街中に点在する 25ヶ所の地点」をセノグラフィー（舞台空間）としてデザインした。25ヶ所の「舞
台」を、1⼈の幼い⼦供が次々と渡り歩くという構成は、⼀つのパフォーマンス（演技）の中に幕間が
25回あり、その都度、舞台空間が変化することの「代替」として捉えることができる。 

 
（３）変化する⾃然環境が舞台空間（卒業設計のセノグラフィー） 

舞台空間の周囲に広がる「変化する⾃然環境」に着⽬し、時刻や季節によって、セノグラフィー（舞台
空間）の⾒え⽅が変わることが、パフォーマーティブ・セノグラフィーであると考えた。本論では、
「昼」と「夜」で様相が変化する様⼦を表現した。 

   
fig.05＿（１）動く三⾓パネル fig.06＿（２）25 ヶ所の舞台空間 fig.07＿（３）変化する⾃然環境が舞台空間 

 
5.２ パフォーマティブ・セノグラフィーに向けた２つの実践 
２つの実践パフォーマンスを企画、実演をした。⽣命体であるヒトや⼿の「演技」が、パフォーマティブ・
セノグラフィーとして認識されるかどうかについて、検討したものである。実演で意図した事を整理し、事
後評価を加えることにより、「呼応/双対性/⼀体化」の検証を⾏なった。 



 
 

（１）「⼿の動き」とパフォーマティブ・セノグラフィー 
「⼿」のみを主要な媒体として登場させ、楽曲を聴きながら即興的に動きを展開する映像作品を制作し
た。ビニルシートの「前⽅の⼿」がパフォーマー（演者）としての役割であり、「後⽅の⼿」は、ビニ
ルシートに映し出される模様（シルエットや影など）を創り上げる要素の⼀つとして機能し、セノグラ
フィー（舞台空間）を形成する役割である。 

  
fig.08＿パフォーマンスの構成 fig.09＿パフォーマンスの様⼦１ fig.10＿パフォーマンスの様⼦２ 

 
（２）「⾝体表現」とパフォーマティブ・セノグラフィー 

パフォーマー２名による⾝体表現パフォーマンスを企画し、有観客で公演した。「パフォーマー」vs
「セノグラフィー」の２項対⽴だった前作品と⼤きく異なり、本作品は、「パフォーマー①（⽣⾝のヒ
ト）」vs「パフォーマー②（ビニルシートで覆われているヒト）」の２項対⽴である。 

   
fig.11＿パフォーマンスの構成 fig.12＿パフォーマンスの様⼦１ fig.13＿パフォーマンスの様⼦ 2 

 
5.３ 「２つの実践」に関する考察 
セノグラフィーそのものが「⽣⾝のヒト、あるいは⼿」であることは、パフォーマー（ヒト、あるいは⼿）
と、意図的かつ即興的な反応を可能にする点で、⼤きな優位性をもたらすと考えられる。特に、パフォーマ
ティブ・セノグラフィーにとって困難な「呼応/双対性/⼀体化」という関係性を表現する上で、セノグラフ
ィー⾃体が、⽣命体として動きうる存在であることは、絶対的に有効である。しかし、観客がセノグラフィ
ーをパフォーマーとして認識してしまう場合、それは本来の意図に反する。本実践では、ビニルシートをパ
フォーマーとの境界として⽤い、セノグラフィーとしての認識を誘導した。さらに、ビニルシートを通した
ヒトの⾒え⽅やその数によって、その認識が左右されることについても⾔及した。 
 

６.おわりに 
本研究では、「パフォーマー（ヒト）のような動作をするセノグラフィー（舞台空間）」を軸に、論を展開し
た。動きが持つ本質的な⼒を捉え、表現することが今後の活動の⼤きな指針となると考えている。 
実践を通し、パフォーマティブ・セノグラフィーは、振付家やパフォーマーとセノグラファーの信頼関係が
なければ、構築され得ない、ということを⾝をもって体験した。⾃⾝の表現を貫きながら数多くの作品を形
にしてきた瀬⼭⽒の取り組みには、改めて驚きと敬意を抱かずにはいられなかった。 
「パフォーマーとセノグラフィーの⼀体化が、ヒューマノイドのアナロジーになり得る」という未来予測
は、⽣成AIの進展により現実化が近いと考えられる。それによって、ロボットという概念を超え、本物のヒ
トに⾁薄するパフォーマーおよびセノグラフィーが現れるかもしれない。そういった変化の新鮮さや異常さ
に興奮を覚える⼀⽅、従来の価値観や美意識が崩れる可能性もある。本研究で得た理論を基盤に、表現の核
を保ちながら、セノグラフィーデザインに対峙していきたい。 
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